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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年2月5日(2009.2.5)

【公表番号】特表2008-539609(P2008-539609A)
【公表日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【年通号数】公開・登録公報2008-045
【出願番号】特願2008-505471(P2008-505471)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  36/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/20     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  36/36     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ３１１　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ６３５　
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月30日(2008.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メッシュネットワークにおいてチャネル・スイッチを開始する方法であって、
　メッシュポイント（ＭＰ）が第２チャネルにスイッチされるまでの時間間隔を表現する
メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを発生すること、
　前記メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを含むメッシュチャネル・ス
イッチ・アナンスメントを転送すること、
　前記メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントの経過で示された前記時間間
隔後に前記第２チャネルにスイッチすること
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはモードの変更を指示することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントは帯域幅の変更を指示することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはいくつかのチャネルの変更を指示
することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはチャネル変更のタイミングを指示
することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにブロードキャスト
フレームが使用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
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　前記メッシュネットワーク内の他のＭＰの利用可能性に基づいて前記第２チャネルに切
り替えるかどうかを決定することをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　メッシュネットワークにおいてチャネル・スイッチを開始する方法であって、
　メッシュポイント（ＭＰ）が第２チャネルにスイッチされるまでの時間間隔を表現する
メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを含む第１メッシュチャネル・スイ
ッチ・アナンスメントを受信すること、
　複数のメッシュポイント（ＭＰ）へ前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメント
・フレームを転送すること、
　前記第１メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントの経過で示された時間間
隔後に前記第２チャネルにスイッチすること
を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはチャネルマスターのＭＰから受信
されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはモードの変更を指示することを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントは帯域幅の変更を指示することを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはいくつかのチャネルの変更を指示
することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにブロードキャスト
フレームが使用されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにユニキャストフレ
ームが使用されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　前記メッシュネットワーク内の他のＭＰの利用可能性に基づいて前記第１チャネルから
前記第２チャネルに切り替えるかどうかをＭＰが決定することを特徴とする請求項８に記
載の方法。
【請求項１６】
　メッシュポイント（ＭＰ）であって、前記ＭＰは、
　メッシュポイント（ＭＰ）が第２チャネルにスイッチされるまでの時間間隔を表現する
メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを発生するように構成されたプロセ
ッサと、
　前記メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを含むメッシュチャネル・ス
イッチ・アナンスメントを転送するように構成された送信機とを含み、
　前記プロセッサは前記メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントの経過で示
された前記時間間隔後に前記第２チャネルにスイッチするようにさらに構成されているこ
とを特徴とするＭＰ。
【請求項１７】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはモードの変更を指示することを特
徴とする請求項１６に記載のＭＰ。
【請求項１８】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントは帯域幅の変更を指示することを特
徴とする請求項１６に記載のＭＰ。
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【請求項１９】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはいくつかのチャネルの変更を指示
することを特徴とする請求項１６に記載のＭＰ。
【請求項２０】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにブロードキャスト
フレームが使用されることを特徴とする請求項１６に記載のＭＰ。
【請求項２１】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにユニキャストフレ
ームが使用されることを特徴とする請求項１６に記載のＭＰ。
【請求項２２】
　前記プロセッサが前記メッシュネットワーク内の他のＭＰの利用可能性に基づいて前記
第２チャネルに切り替えるかどうかをＭＰが決定するように構成されていることを特徴と
する請求項１６に記載のＭＰ。
【請求項２３】
　メッシュポイント（ＭＰ）において、前記ＭＰは、
　メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントを含むメッシュチャネル・スイッ
チ・アナンスメントを受信するように構成された受信機と、
　複数のピアメッシュポイント（ＭＰ）へメッシュチャネル・スイッチ・アナンスメント
・フレームを送信するように構成された送信機と、
　前記メッシュチャネル・スイッチ・タイミングエレメントの経過で示された時間間隔後
に前記第２チャネルにスイッチするように構成されたプロセッサと
を含むことを特徴とするＭＰ。
【請求項２４】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはチャネルマスターのＭＰから受信
されることを特徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項２５】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはモードの変更を指示することを特
徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項２６】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントは帯域幅の変更を指示することを特
徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項２７】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントはいくつかのチャネルの変更を指示
することを特徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項２８】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにブロードキャスト
フレームが使用されることを特徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項２９】
　前記メッシュチャネル・スイッチ・アナンスメントを送信するためにユニキャストフレ
ームが使用されることを特徴とする請求項２３に記載のＭＰ。
【請求項３０】
　前記メッシュネットワーク内の他のＭＰの利用可能性に基づいて前記第１チャネルから
前記第２チャネルに切り替えるかどうかをＭＰが決定することを特徴とする請求項２３に
記載のＭＰ。
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